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古
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仁
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付
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古
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仰
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仁
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古
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帆
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八
四
六

値
、
右
の
同
町
準
ト
ト
従
っ
て
、
英
士
日
一
利
海
運
に
於
け
る
定
の
は
四
八
隻
二
一
ん
、

0
0
0純
噸
、
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、

0
0
0噸
以

期
船
ご
不
定
期
帥
加
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係
が
こ
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計
表
に
よ
っ

τ
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の
四
一
隻
一
九
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、

0
0
0純
噸
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る
u

般
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る
こ
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定
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烈
し

f
攻
撃
を
受
一
の
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均
総
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放
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九
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一
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一

O
、
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七
五
噸
か

け
た
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り
で
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っ
た
。
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れ
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戦
後
大
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退
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一
ら
一
九
二
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つ
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二
二
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加
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た。

て
一
九
二
四
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一
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闘
が
迩
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成
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舶

ω
年
齢
に
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五
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、
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縦
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司
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要
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、
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期
加
は
六
人
だ
増
加
し
た
。
叉
、
-
で
な
い
物
H

聞
で
、
且
つ
新
池
山
加
壬
は
到
底
引
合
は
凶
伐

航
洋
古
川
船
隊
、

0
2
E
l向
。
吉
岡
目
白

E
E
r
p
a
)
ご
一
五
ふ
一
な
も
り
宮
町
北
迭
す
る
に
於
て
は
、
老
齢
船
乙
雌
も
亦
ぞ

糊
貼
よ
ト
見
る
と
、
英
古
利
海
運
は
、
総
計
に
て
、
二
内
側
特

ω
倒
き
場
所
が
あ
る
鍔
で
あ
る
υ

次
に
掲
「
る

九
二
二
年
に
三
、
入
三

O
隻
-
六
、
三
四
問
、

0
0わ
徳
一
十
点
に
よ
っ
て
見
る
£
、
比
岐
的
老
齢
印
刷
法
力
小
型
的
商

噸
で
ゐ
っ
た
が
一
九
二
四
年
に
は
隻
噸
は
一
二
、
一
七
一
舶
は
1

1
主
正
ー
し
て
戦
時
中
に

l
|減
少

L
て
、
之
に

に
減
じ
、
線
噸
数
は
一
六
、
五
七
九
、

0
0
0に
増
加
し
一
代
咋
た
も
の
が
叱
峻
的
一
新
鋭
の
大
型
布
力

ω船
型
じ
あ

て
居
場
。
。
デ
ィ
ゼ
孟
踊
そ
の
他
り

71タ
1
般
は
航
-
る
こ
ご
が
八
7
4
Q
O

換
言
す
れ
ば
辛
口
利
海
運
は
一
九
一

洋
商
航
ご

L
て
は
未
に
重
要
的
地
位
を
占
む
る
に
王
つ
一
一
一
一
年
よ
h
も
一
九
二
同
年
九
り

b
が
、
そ
の
資
質
に
吟
C

て
居
な
い
が
、
併
し
失
策
に
増
加

ω
傾
向
に
あ
る
o

一
品
に
改
善
さ
れ
た
も
め
ご
な
っ
て
居
る
。

九
二
四
年
に
、
一

0
0り
噺
乃
至
四

0
0
0噸
級
の
も
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一

一

九

一

一

九

二

幽

年

-
船
齢
出
年
一
一
明
五
年
明
一
同
「

O
事
乃
一
同
一
三
年
一
一
船
齢
五
年
-
同
五
年
乃
一
同
一
「
年
乃
同
一
一
ニ
年

一
以
す
一
ヨ
一
ひ
勾
一
幸
a

J

一

均

一

以

上

-

以

下

一

歪

-
O
年
一
軍
士
一
一
ド
以

年

英
吉
利
海
運
が
そ
の
本
闘
の
園
民
経
憐
仁
劃
L
如
何
一
上
よ
b
見
た
る
比
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、

な
る
重
要
闘
係
が
ゐ
る
か
、

Z

V
ふ
こ
ど
は
、
積
#
な
一
こ
の
表
は
、
貨
物
を
積
込

U
で
の
出
港
又
は
荷
揚
を
す

る
方
面
よ
b
槻
察
せ
ら
る
べ
も
の
で
ゐ
る
。
そ
の
第
一
一
る
た
め
の
入
港
の
航
船
噸
数
を
基
礎
己
し
た
も
の
で
、

は
英
舶
が
、
英
本
倒
正
各
園
ど
の
貿
易
に
於
て
、
貨
物
一
之
に
よ
り

τ直
も
に
表
掲
各
地
方
芭
の
、
貿
易
の
金
額

輸
送
上
如
何
な
る
地
位
を
占
め
て
居
る
か
ご
い
ふ
こ
正
一
上
の
又
は
数
量
上
の
閥
係
を
表
示
す
る
も
の
で
は
な

で
あ
る
。
次
の
ニ
表
は
之
を
示
す
も
の
で
、
い
づ
れ
一
い
。
併
し
大
慢
に
於

τ貿
易
闘
係
も
分
れ
ば
、
叉
そ
の

も
、
英
本
闘
の
港
に
於

τ貨
物
の
積
込
み
を
な
し
た
る
一
貿
易
を
行
ふ
上
に
於
け
る
英
舶
の
地
位
も
品
川
る
。

か
若
し

f
は
荷
揚
げ
を
な
し
た
る
般
舶
を
そ
の
噸
数
の

雑

錐

英
士
口
利
海
運
白
統
計
的
研
究

第
二
十
三
谷

(
第
五
鶴
一
目
玉
)

λ
四
七



雑

量告

英
吉
制
地
還
の
統
計
的
研
究

貨
同
制
量
殺
献
し
て
入
川
町
又
は
山
川
躍
し
た
る
量
的
川
畑
山
噸
劃

一I

刈
二
=
作
をl
ト
ね
じ
比
比
快
凶
附
随
|
|
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入

泌
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指
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噸
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訂
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引
司
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一一豆・一空

=豆・
A
圭

一八回・
z-
一

一旦七・
A

翌

二
回
・
己
主

-
豆
了
五
日

A
一'-AFE

-一九・一回
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苫
7
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欧
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岡
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肱
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中
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中
央
及
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部
地
中
揚
地
方

西

部

及

南

部

川

蝉

利

加

東

阿

瓦

印

度

東
部
亜
細
盟
、
大
半
梓
諸
島

海

洲

北

米

大

凶

作

岸

地

方

商
印
度
、
中
米
大
間
枠
岸
地
方

南

米

大

西

洋

単

地

方

中
米
及
南
米
大
平
洋
岸
地
方

北

米

大

平

体

岸

地

方
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吾
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J
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A
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A
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1
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一一回・ー専

一エロ・主

空
・

g

JHU
・』一八

王五・

2

一
望
了
↓
七

呈
口
・
口
口

耳同・一五

Au--
晶込山

英
吉
利
各
港
へ
荷
揚
の
た
め
仁
入
港

L
、
叉
は
英
吉
一

利
各
地
よ
り
貨
物
を
積
ん
で
出
港
し
た
る
前
舶
の
噸
数

の
上
か
ら
見
る
正
、
北
部
及
商
部
欧
洲
、
北
米
大
西
洋

第
一
一
十
一
ニ
佐

(
第
五
鶴
一
回
大
)

A
凹
凡

亜宜

上
掲
A
T
T

入
裕
樹
及
山
港
舶
に
射
す
る
英
船
の
制
合

地

咽

一

港

噸

一
向
一
旦
年
一
一
空
豆
一
喜
一
孟
一
一
九
三
一
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年
一
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年
一
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主
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Z
A

・
塁
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一
主
主
主
一
一
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A
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ι

弐
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笠

-
i
霊
長
一
五
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量
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芸
・
虫
干
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望
宍
・
耳
目

合一・正
E

A

A

・七
A

A

F

九
一
一
一
七
九
・

b

耳
-
4
1
?
一
九
一

企
・
一
一
月
一
定
・
七
七
一
益
金
一
晶
子
生
一
九
三
主

義
・
口
一
一
自
・
-
一
叫
一
幸
・

2
Z
A・
2

さ
・
元
一

晶
子
宣
告
・
ニ
h

一
九
四
・
告
一
一
宅
・
尭
一
九
九
ム
ロ

う
一
・
コ
一
元
・
尚
一
三
茜
-
量
一

A
了
ヰ
パ
一
金
・
=
J

n
?
?
口
当
引
同
・
口
q

A

D

・0
E
ペ一

A

7
害
訓
一
品
A
・4一一

A
h
・
2

一一

A

A

-

g

A
同・

5
企
・
=
一

A
U
・
直

也u・吾一一

h

玉、也匂

A
D
・
品
主
五
了
三
一
角
七
・
一
円
台

主
・
口
ユ
一
元
・
完
圭
・
望
z

u

h

・
品
川
口
ゴ
一
A
・一一目

子

山

一

一

子

き

て

三

|

一

L

2λ
一

一

一

夫

-zi

売-一
i

E

A

一

入

駈

出

船

円山・一日

華?九一四

円七・善一

八口・一昌也

実
・
室

-E品
・
閉
口

l
u
b
L

、

3
2
J
 

A

一-zh

ao
屯・哩一

A

口・当一

A
2・九五官

七一・川一

一二・明品

-<-";""，-.、

骨骨

内回・日一

岸
は
、
英
般
に
古
っ
て
も
外
岡
般
に
ぜ
っ
て
も
重
要
な

る
地
方
で
あ
る
こ
ピ
は
依
然
、
と

L
1
畿
化
が
な
い
。
中

部
地
中
海
地
方
及
東
部
地
中
海
地
方
は
英
古
利
の
泌
を



出
帆
す
る
外
国
般
に
は
重
要
な
る
関
係
を
占
む
る
も
の

英
士
口
利
諸
誌
に
於
け
る
英
紛
の
繋
船
(
間
半
位
一
。

0
0
純
噸
)

で
ゐ
る
。
併
し
之
を
入
港
の
み
に
つ
い
て
言
ふ
正
、
欧

|
l
j
j
a
i
l
-
-
J
I
-
-
1
1
1
1
1

哲
三
地
方
は
い
づ
れ
も
、
議
長
し

τも
外
風
船
一

1
七
倍
犯
は
告
は
件
同
五
団
ほ
同

に
劃
し
も
、
閥
係
が
部
〈
な
り
つ
、
あ
る
o

郎
も
一
九
一
一
月
一
日
一
」

-
J
S

一
三
田
昌
」
問
主
百
一
室

一
一
一
一
年
か
ら
二
五
年
ま
で
に
、
そ
の
割
合
1
五
三
、
五
一
四
月
一
日
一

1

i

i

i

i

l

t

一
七
月
一
H

一一、一円三一一、
2
4

宍
八
一
四
時
バ
一
主
旦

l

二
%
よ

h
四
五

J
一
四
%
に
落
ち
た
っ
之
は
英
吉
利
三
十
月
一
日
一
一
、
一
弘
一
主

L
u
-
i
i
L
l

欧
洲
Z
の
紋
憐
的
漣
紛
が
戦
前
に
比
べ
て
現
在

ω方
が
一

l
1
1
1
1
1
I
I
I
l
-
l
i
l
i
-
-
I
I
I
-

一

誌

は

二

十

五

日

弛
経
し
た
こ
ピ
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
大
西
洋
一
英
吉
利
般
に
雇
仰
せ
る
船
員
に
ワ
い

τは
、
一
九
一

北
米
ピ
の
閥
係
は
、
同
期
間
に
ニ
一
二
、
二
四
川
引
か
ら
一
一
一
三
年
仁
総
計
八
、
六
三
丸
隻
二
、
七
五

O
、
0
0
0純

五、

O
二
%
に
増
進
し
た
o

之
を
出
地
般
に
つ
い
て
見
一
一
噸
で
二
五
六
、
二
六

O
人
を
使
用
し
、
一
入
賞
b
四
五

る
も
、
欧
洲
は
六
コ
一
、
六
一
二
%
か
ら
五
七
、
四
二
%
に
落
一
・
人
五
純
噸
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
四
年
に
は
六
、
二
九

も
、
犬
西
洋
北
米
ご
は
二
二
、
四
五
%
か
ら
一
八
、
九
九
一
二
隻
、
一

O
、
九
九
五
、

0
0
0
純
噸
で
二
三
四

J
一一

%

に

上

っ

た

。

↑

七

人

、

一

入

賞

、

り

四

六

・

七

五

純

噸

ご

な

っ

て

腐

る

o

英
般
の
繋
船
は
ョ
↑
九
一
二
年
及
び
二
二
年
が
最
も
て
』
の
↑
人
営
h
純
噸
敷
の
減
少
、
換
言
せ
は
一
隻
嘗
り

甚
に
仁
〈
、
一
九
一
一
一
年
七
月

ω如
き
は
石
炭
坑
ス
ト
↑
航
員
敷
の
相
劃
的
増
加
は
、
帆
船
削
減
少
に
由
る
の
で

一
フ
イ
キ
の
影
響
を
受
付

τ、
謝
外
航
路
舶
の
六
分
の
一
一
み
の
る
o

一
九
一
一
一
一
年
に
は
一
一
、
五
四
四
人
が
帆
舶
に

が
繋
船
す
る
の
有
徒
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
は
大
に
事
三
就
官
申
し
て
居
た
が
、
一
九
二
四
年
に
は
、
一
一
、
ニ
九
四

情
改
善
せ
ら
れ
た
。
そ
の
経
過
は
究
表
の
如
〈
で
あ
一
人
ピ
な
っ
た
o

却
も
帆
般
で
は
一
入
賞
b
純
噸
四

0
・

る

。

七

六

か

ら

一

三

一

・

五

O
Eな
っ
た
の
で
あ
る
o

今
、
汽

舶
に
つ
い
て
船
員
一
入
賞
h
純
順
を
示
す
正
次
表
の
如

(
第
五
貌

雑

錐

英
古
利
保
護
の
統
計
的
研
先

ul 

寸

巷

}
四
七
)

λ

四
九



離

主晶

英
吉
利
海
運
由
統
計
的
研
究

〈
で
ゐ
る
。

船
員
一
人
借
り
英
判
船
帥
噸
監

純
噸
蜘
一

0
0酬
明
以
下

同
一

0
0噸
乃
五
五

O
O噸

同
五

0
0
咽
乃
至
一

0
0
0噸

同
一

0
0
0叩
乃
亙
ニ

0
0
0噸

同
二

0
0
0
咽
乃
五
三

O
O
C噸

同
=
一
口

0
0噸
乃
五
五

0
0
0噸

周
五

0
0
0噸
乃
至

λ
0
0
0噸

同
λ
0
0
0噸
乃
圭
一
二
、

0
0
0噸

同
二
一
、
0
0
0咽
以
上

t型

位

j， 

年
守
口
z

一

一回・山同

一一九・一ペ

吾了九一
円同・川一一

同省・同一

Z
A
・一一一

え
・
合

号一・一五

九
二
四
年
一

h

千
九
Z

一七・
4
Z

一一九・一面

哩
5
・一言一

月一一・-一凶

器
7
ニ
国

司
・
ミ
E
1
2
 

2
H
・日九

回
百
・
き
一

同

J
γ
A
L拘

英
古
利
船
員
の
年
齢
は
一
八
九
六
年
か
ら
一
九
一
一

年
に
至
る
十
五
年
間
、
殆

r何
等
の
鑓
化
も
な
い
。
一

九
一
一
年
の
船
員
の
年
齢
の
割
合
(
百
分
比
)
を
一
般
人
一

口
男
子
就
業
者
年
齢
正
比
較
し
て
見
る
ご
次
の
如
〈
で
一

あ
る
。

四

句

Mm
二
十
三
番

(
体
五
駿
一
四
凡
)

二
十
哉
以
下

二
十
政
A
二
十
五
成
以
下

二
十
五
成
及
三
十
五
域
以
下

三
十
五
歳
及
凶
十
五
歳
以
下

四
十
五
蹴
及
五
十
五
歳
以
下

五
十
五
哉
及
そ
れ
叫
上

八
五
O同コ三詰又 "-1

空J三三孟 E主主 l竺
般
就
業
男
子

一円・口同

一ニ・也
J
A

-一川・一元

一己・口晶

一回・昌一-7円孟

船

宮
山
口
O

切
々
氏
は
更
に
進
ん
で
、
英
古
利
海
運
り
牧

盆
に
つ
い
w

て
詳
細
な
る
研
究
を
由
貿
表
し
て
属
品
。
之
は

英
吉
利
的
貿
易
外
受
取
勘
定
郎
も
謂
は
ゆ
る

Fimp-o

何
阿
古
与
の
一
項
目
ご
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る

か

ι、
私
は
次
の
機
舎
に
之
れ
を
本
誌
上
に
紹
介
す
る

で
あ
ら
う
。
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